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Thisreportisdesignedtoinvestigatetheobjectmanipulatoninanearlystageof

humanbehaviorsintermsofaninfantandahandicappedchild・Theyevokean

awarenessofobjectsthatispresent,ａｎｄtrytolookattheobjectstheytouch､Theymay

continuetofollowthepathofanobjectwiththeireyes・Ｔｈeirbehaviorsincreasingly

orientedtowardobjectsbeyondtheirbody・Ｆｏｒexample,theygraspsandmanipulates

objectstheycanreach,signifyingcoordinationbetweenvisionandtactilesenses・Prior

tothistime,theirbehaviorhasorientedprimarilytowardthemselves・Theyhavebeen

unabletoeffectivelydistinguishthemselvesfromotherobjectsonasensori､motorlevel・

Theyhaveunabletocoordinatethemovementoftheirhandswiththeireyes・Itisevident

thatposturalcontrolｏｆｔｈｅｈｅａｄ,neck､trunksystemisanecessarypreconditionforthe

developmentofcoordinationbetweenvisionandtactilesenses．

問題

障害児を対象とした研究は，障害の違いによる行

動の差異を検討していくものが多いが，またその一

方では，差異よりも人間としての行動の共通性を研

究するものもいる．梅津（1950）は，科学的な研究

態度について,｢野生児に物の性質をあらわす語の使

用を学習させたいというような，実際的ないみを多

分にもった研究課題においては，そのような望まし

い事実は，どのような条件の下におこる反応である

かということであり，更に理論的な課題に一歩ふみ

こんで，さて，そういう条件反応の関係が事実的に

たしかめられたとして，どうしてそのような関係が

成り立つかを説明することができるような，野生児

一般，ひいては人間一般，更にひろげては生物一般

に関する心理学的法則についてであります．そして

又実際の研究活動においてはそのような法則関係が

つかまれておれば，一野生児のある学習についての

問題も，より手っとり早く，より確実に解決するこ

とができるというもです.」（引用においては筆者が

現代表記に改め縦書きを横書きに修正した）と論述

し，行動の共通性を研究対象とすることの重要さを

掌特殊教育科

指摘している．筆者は障害の重い子供達について人

間行動の成り立ちという視点から研究を継続してし

ている．その意味では，行動的にみて，健常児とそ

の子供達の違い，あるいは，他の障害児とその子供

達の違いという点に焦点を合わせて研究を進めてい

るわけではない．むしろ，人間として，ヒトとして

の共通の行動的な法則関係を明らかにしていくため

に研究している．共通の法則関係を明らかにすると

言っても，研究の対象は，外界と姿勢の問題であっ

たり，姿勢と操作の関係であったり，それぞれの研

究者の興味や関心によって異なってくることは言う

までもないことである．

上記の視点に立って，ヒトとしての初期の操作的

行動について研究を進めていくことにするが，その

前に簡単に体の部分と操作の関係について述べるこ

とにする．

対象操作については，Bower（1977)，Bruner

(1969)，Piajet(1948)，Uzgiris(1967)，White(1967）

などの研究がある．この操作で問題となっている主

たる体の部分は，手である．いずれの研究者におい

ても，目と手の協応を視点をおいている．Warren

(1982）は，Piajet（1948）の著書「知能の誕生」に

おいて研究されているprehensionの発達を５つの

段階にわけて記述している．
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第一段階は，随意的なものではないが，把握反射

を含めて瞬間的な運動が起こる段階である.第二段

階は，乳児は反復性の活動 (repetitiveactivity)の

ために物をつかみ保持するが， lookingや sucking

のような他のシェ・マとの協調関係がない段階である.

手の運動に関係している循環反応が見られる.第三

段階は，目が手の行動に引き寄せられる時のように，

視覚が参加するようになる段階である.手は対象を

見るという目的のためではなくつかむためにつかむ

というように，それ自身の活動のうちにある.しか

し，同年齢で手は吸うために口にその対象を持って

いくためにつかむということが起こる.第四段階で

は，手の行動を視覚的にコント白一lレするようにな

る.手の使い方はその手が視野内にある時とそうで

ない時とは違ってくる.特に，目で見ている対象を

つかもうとして手を動かす時がそうである.これは

3ヶ月から 4ヶ月の乳児の行動の特徴である.この

段階の限界は，手と自が同時に視野内にある時のみ

目と手の協応 (eye-handcoordination)が起こると

いうことである.第五段階は，対象が視野内にあっ

て手が視野内にない時でも，乳児は対象をつかむた

めに視野外から手を持ってくることが可能である.

手がどこにあろうとも視覚的に知覚された対象が

reachingのための刺激となる.

上記の研究者は，いずれにおいても，概略では，

Warrenの示した事実とほぽ一致する報告を行って

いる.これらの報告をさらに普遍化して，文部省

(1984)の考えに対応させてみると，運動が先にあっ

て感覚がそれに追従する(第三段階)，運動と感覚が

同調する(第四段階)，感覚が運動を先取りする(第

五段階)ということになる.筆者の考える操作的行

動という観点からみれば，上記の報告には，体の部

分と操作的行動，姿勢と操作的行動の関係について

検討されていないという問題がある.そこで，本研

究では，障害幼児と健常乳児に共通して観察された

操作的行動について報告し，人間行動の初期の段階

で見られる操作的行動の様相について検討していく

ことにする.

事例

1 .対象児 s. T. : 1989年10月25日生(男児)
1.生育歴及び現病歴

生下時体重1，980g.核黄痘のため生後10日目でS

病院に入院.生後6ヶ月，点頭てんかん.脳波にヒ

プスアリトミア出現.薬物投与でシリーズ形成は消

失.医学的診断は，点頭てんかん，低カルシュウム

一鷹

血症，脳内出血による後遺症としての脳性まひ，精

神発達遅滞を有する重症心身障害幼児である.聴力

は， 1990年10月の聴性誘発反応検査では1l0dBの聴

力損失値で， 1991年10月の聴性誘発反応検査では

50"-'60dBの聴力損失値，条件詮索反射聴力検査で

は平均聴力損失値が50.--..，30dBで有ったり無かった

りである.指導期間は1991年4月.--..，12月である.

2.初期の行動状況
①目:リングペルなどの光沢のあるものが動いて

いれば，一瞬視線を向げることがある.②耳:聴力

検査の結果は前述した.もの(木製の教材など)の

すれあう音をじっと聞き入ったり，チャイムの音を

聞いてほほえんだりする行動がある.③手と足:仰

向けの姿勢では，足を曲げたり伸ばしたりして動か

している.手は胸のところに号|っ込め，内側へ曲げ

た状態で，手を軽く握りしめている.玩具を手に持

たせると，口に持っていき噛む.④姿勢:いつもは

仰向けの姿勢である.垂直に体を起こそうとすると，

後ろに反り返ろうとして機嫌が悪くなる.⑤日常生

活:全面介助.食事はミキサー食.

3，行動観察

本児は障害から考えれば，重度の障害を持ち合わ

せているけれども，仰向けの姿勢で足に，横向きの

姿勢では目と手に働きかげていった結果，貴重な行

動が観察されたので，その経過について述べていく

ことにする.

(1)仰向けの姿勢

①足でスライド板をける

刺激状況:教材は，手前から先の方へけってスラ

イドさせれば，スイッチが入りチャイムが鳴る仕組

みになっている (Fig.1を参照).本児はまだ手を使

用することができないので，足でけって鳴る教材を

準備した.

結果:足をスライド板においても，その意味が分

からないので，本児の両足をスライド板にのせて動

かしていると，足を交互に動かしてきた (Fig.l).

足を動かしている本児の状態を観察すれば，手を上

手にバランスをとって足を動かしていた.交互に頻

繁に動かす時は，両手を床につけ体軸を固定してそ

れで足をわずかに持ち上げ，交互に足を動かしてチ

ャイムを鳴らした.本児は足をうまく動かすきっか

けがつかめない時があるが，その時は，両手を上に

挙げて多少体を左右に傾けたりして，上手にタイミ

ングを取って足を伸ばしていた.

②足でけって回転させることによってチャイムを鳴

らす.
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ヒトの初期の操作的行動

Fig. 1 足でける

刺滅状況:教材は，糸車式回転スイッチを用いた

(Fig.2を参照l.回転スイッチの回転棒(横に直径

1.5cmで長さ20cm)に本児の足を持っていってその

棒を回転してスイッチを入れチャイムを鳴らすよう

に働きかけた.

結果:指導者がチャイムを鳴らしても，本児は最

初一人で足をスイッチのところに持っていくことは

なかったので，指導者が本児の足を回転俸のところ

に持っていきチャイムを鳴らすように働きかけた.

足をのせると回転棒が動くので，チャイムを鳴らし

ては足を上げるということを繰り返していると，自

分から進んで足を回転棒のところに伸ばしチャイム

を鳴らすようになった (Fig.2).足を上げて回転ス

イッチに足を伸ばす時は，両手を挙げたり，体を多

少くねらしたりして，バランスを取りながら足をス

イッチのところに伸ばした.

Fig. 2 足で回転させる

③足でボールをける

刺激状況:赤いボール(約直径15cm)を足もとに

おきボールをけって遊ぶ.

結果:ボールをどの位置に置くかによって，後の

ボールの操作は違ってきた.本児が両足を伸ばして

いる時，両足の甲のところに置けば，ボールを足の

聞にのせ足を15cm程度高〈上げそのボールを手前

に引き寄せた.それから，足を上下に動かしボール

を足の先端まで動かしたりした.次に足の腫のとこ

ろにボールを置き足の哀を這うようにそれを動かせ

ば，動かしやすい麗の位置に自分でもボールを持っ

てきて，腫から足の先までボーJレを動かしたり，再

び手前に持ってきたりしてボールで遊んだ (Fig.

3) .このとき，本児は，ボールなどを操作すること

によって足もとの平面を形成しているものと考えら

Fig.3 足でポーノレをける

れる.

(2)横向きの姿勢

①横向きの姿勢で木製の輸を回転させてスイッチを

入れチャイムを鳴らす

刺激状況:本児は自分で横向きの姿勢になること

が少ないので，風船などを口に持っていき，前方か

らの刺激の受容を高めて，自発的に横向きの姿勢に

なるように働きかげ，横向きの姿勢になったところ

に教材を持っていき，木製の輸を回転させてチャイ

ムを鳴らすように本児に対して働きかけた.

結果:仰向けの姿勢でいる本児に対して，口のと

ころに風船を持っていき，しばらくの間，その風船

で口のところに働きかけていると，自分の両手を風

船のところに持っていった.自分の手で風船を持ち

口で風船をなめている時，急に，頭を上げ背中を丸

め足を上げ，体全体を弓状に丸め，仰向けの姿勢か

ら横向きの姿勢へと姿勢を自分で変換した.横向き

の姿勢でも両手で風船を押さえ風船をなめ続けてい

た.

そこに教材を提示し，木の輪を持って回転してス

イッチを入れチャイムを鳴らすように働きかけた.

しかし，自分から教材に手を伸ばさなかった.そこ

で，下側の手はそのまま風船も持っているようにし

て，指導者が援助して教材の方へ上側の手を伸ばさ

せ，木の輪を持たせると，自分でわずかに手を動か

して，その輪を回転させチャイムを鳴らした.横向

きの姿勢で風船をなめている時，指導者がその風船

を軽くはずせば，本児は自分の両手を口に入れたの

で，先ほどと同様に本児の一方の手を伸ばし木の輪

を握らせると，一方の手を口でもう一方の手は木の

輸を持って回転させチャイムを鳴らした (Fig.4). 

体全体を弓状に曲げているため，手元に視線がいっ

ており，ここにはじめて目と手の協応が起こったと

言える.手が口にいっていない時は，頭を上に上げ
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Fig.4 チャイムを鳴らす

目と手の協応が起こらなくなる.その意味では，こ

とでの指しゃぶりの手が目と手の協応を促す姿勢を

作る役割を担っているととになる.

②横向きの姿勢でボーノレをころがして遊ぶ

刺激状況:仰向けの姿勢の時，指導者がボールで

本児の口を刺激している途中で，本児が横向きの姿

勢になった時，そのボーJレを本児の前に動かし，本

児が手でボールをころがして遊ぶように働きかけた.

結果本児が横向きの姿勢になった時，口にボー

ルを持っていき，手でそれを押さえてなめていた.

口から前方にボールを動かすということをねらって，

ボールを前に動かすことを繰り返していると，自分

でもボールを前の方に持っていき，自で見て遊ぶよ

うになった.口から前方だけでなく，手を一杯に伸

ばし上下にボールを動かす動きもこの働きかけの中

ででてきた.この時，手の動きに沿って動くボール

をきちんと見ていた (Fig.5).上手に使ってボール

をころがして遊んでいるのは，床面の操作面を形成

Fig.5 ボールで遊ぶ、

することにもつながっていくことになる.

II.対象児 T. H. : 1991年10月12日生

対象児は，健常乳児で男.生下時体重3，060g.写

真 (Fig.6~9) は， 1992年 6月25日の記録である.

①レパースイッチの先端に練習用のゴルフ玉をつけ

た教材で遊ぶ

刺激状況:仰向けの姿勢でレパースイッチの先端

に練習用のゴルフ玉をつけた教材のスイッチをつけ

チャイムをq鳥ら

す状況を設定し

た.

結果:仰向け

の姿勢でいる時，

その教材を提示

しチャイムを 2

~3 回鳴らした.

左側に教材を置 Fig.6 手でチャイムを鳴らす

いた時は，まず

左手を伸ばしてスイッチに触りチャイムを鳴らした

(Fig.6).再び左横側に提示すれば，今度は，指をロ

にくわえ，横向きになり右足でスイッチを入れチャ

イムを鳴らした (Fig.7).こnはt旨しゃぶりをする
ととによって足もとを見やすい姿勢を作っていると

考えられる.左足で台を固定しているところは知恵

のあることを示している.更に左横に教材を提示す

ると，自分から横向きの姿勢になり両手であるいは

Fig.7 足でチャイムを鳴らす

Fig.8 両手でチャイムを鳴らす

Fig.9 手でチャイムを鳴らす
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ヒトの初期の操作的行動

片手でスイッチを持ちチャイムを鳴らした (Fig.8

~9). Fig.9は，台が動かないように，足と手でその

台を押さえてスイッチを持ちチャイムを鳴らしたと

ころである.

②ボールで遊ぶ

刺激状況:何向けの姿勢でいる時，本乳児の横側

(右または左)に赤いボールを提示した.

結果:ボーJレを見つけるなり姿勢を横向きの姿勢に

変え，躯幹や手・足でバランスを上手に取り手をボ

ールの位置に伸ばし，そのボールを顔の前方でボー

ルをころがして遊んだ.目で見ながら手でボールを

Fig. 10 ポールで遊ぶ

調節しながら遊んでいた (Fig.10). これは平面を利

用した目と手の最初の行動であると言える.

考察

人聞は，障害の有無にかかわらず，体の部分を使

って外界とかかわりを持ち，ヒトとしての行動を形

成していくものである.障害児と健常児とは違った

道筋を通って発達していくかのように考え，障害児

と健常児との心理的な特性の差異を明らかにしてい

こうとする研究者がいる.しかし，そこで，明らか

になった心理的特性は，障害児特有の現象というよ

りもある種の条件の積み重なりによって起乙ってい

ることが多々ある.障害の有無による差異よりも心

理的要因によって起こる行動の同質性や差異を解明

するのが，筆者の目指すところである.梅津(1968)

は 1心理学の目標とするところは，ヒトのそれぞれ

の行動は，どのような要因が働き合って発現きれ，

あるいは抑制されるものかを明らかにすることにあ

る.J と心理学を位置づけこの目標に近づくため

には，科学一般がそうであるように，心理学におい

ても，めざす事象(心理学では，ある行動の型)の

発現，抑制に，要因として働きそうな条件(仮設的

要因)を計画的に加えたり，取り去ったりして，そ

こにあらわれる事象との関係を検討しながら，しだ
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いに，仮設の確かさを高めることになる.Jという方

法論について論じている.この要因を分析していく

条件発生法は，実例をもとに研究していくには有効

な方法である.本研究もこの点を踏まえてヒ卜の初

期の操作的行動を対象として研究を進めていった.

そこで，次の二点について考察を行うことにする.

1.体の部分と操作的行動

操作的行動と言えば，固と手ということをすぐに

考えがちであるが，人間行動の成り立ちの原点とそ

の初期の形成の過程を詳細に検討してみると，足，

背中，口などの体の部分が重要な役割を担っている

ことが分かる.S.Tの場合は，仰向けの姿勢で，手

でバランスを取りながらスライド板をけってチャイ

ムを鳴らしたり，糸車式回転スイッチをけってチャ

イムを鳴らしたりした.この時の体の操作部分は足

である.単なる足の運動ではなく，スライド板の場

合は直線的な足の運動であり，糸車式スイッチの場

合は足でスイッチを回転させるという回転運動であ

る.その時，手は足でける時のバランスの役割を担

っている.操作する体の部分は足であるが，その足

の動きを支えているのは，手のバランスである.手

の役割には，①自分の体を触る，②ノTランスを取る，

③操作するという三つの役割があるが，ここではバ

ランスを取る役割を果たしている.別の視点からみ

れば，手でバランスを取り足でスイッチをけるとい

うように，体の部分がそれぞれの役割を担って外界

に対応して，体の部分のまとまりをつけていると言

える.これが横向きの姿勢になると，今度は逆に足

がバランスを取る役割を担って手が操作する体の部

分となる.ボールを足でける課題では，足を上手に

使って床面を前後にボールを動かしていた.乙の足

での操作は，ある場所を叩くというような点に対す

る操作でなく，面を使った操作である.その意味で

は，体を起こす時に，この面が重要な役割を担って

くると考えられる.

T.H.の場合， Fig.7において，足でゴルフ玉をけ

ってチャイムを鳴らしている.本児の場合，横向き

の姿勢になっているので，足と目の協応、が起こって

いる.足を使って操作している点は， S. T.と同様で

あるが，目で見ながら足で操作している点がより一

層高次な操作的な行動となっている.このように操

作が高次化していくためには，姿勢も何向けの姿勢

から横向きの姿勢に変化しなげればならないという

ことが起とってくる.その意味では，単なる体の部

分の問題だけでなく，体全体のまとまりが操作の高

次イ七には必要となってくる.
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2.姿勢と操作的行動

この二事例を通して明らかなことは，横向きの姿

勢が操作的な行動にとって決定的な役割を担ってい

るということである.

目が操作に関与してくる姿勢としては，何向けの

姿勢と横向きの姿勢がある.もちろん，体を起こし

た場合の目と手，足と目という場合もあるが，今回

はこの事例を欠くので，仰向け姿勢と横向きの姿勢

での操作行動に限定して検討する.

T.H.の場合，仰向けの姿勢でいる時，レパースイ

ッチの教材を本児の横側に提示したところ， Fig.6 

のように，足を上げ，目で見ながら左手をレパース

イッチに手を伸ばしチャイムを鳴らした.これは目

と手が出会う最初の状況であるので，価値のある行

動であるが，しかし，横向きの姿勢の時のように，

操作面がないという点では難点がある.

S.T.とT.H.の二事例にとって共通して言えるこ

とは，横向きの姿勢で手元を見ながら操作している

ことである.

S.T.は，横向きの姿勢で木の輪を回転させてチャ

イムを鳴らした (Fig.4).手元を見ながら木の輪を

わずかに動かしながらチャイムを鳴らした.目と手

の協応が見られた.この時，口が重要な役割を担っ

ている.本児が仰向付の姿勢から横向きの姿勢にな

る時，両手で風船を口に持っていって横向きの姿勢

になった.しかし，風船を手で持つてなめていたた

め，顔が上向きにならずに下向きになったので，手

を伸ばした方向に視線がいった.その意味では，こ

の横向きの見下げる姿勢は，目と手が協応できるた

めのひとつの条件である.T.H.の場合も，横向きの

姿勢で目で見ながら足でレパースイッチのコ.ルブ玉

のスイッチをけってつけている時，右手を口に持っ

ていっている (Fig.7)のは，指しゃぶりをすること

によって，足元を見やすい姿勢を自らが作っている

のである.

一鷹

Fig.5とFig.l0は，横向きの姿勢でポールをころ

がして遊んでいるところであるが，この姿勢での操

作は，両事例とも観察された.S.T.は，足を伸ばし

て体のバランスを取っているが， T.H.は，足を床面

につけ姿勢のパランスを取っていた.両者共，目の

前の床面を利用してポールをころがして遊ぶことに

よって，自分の前方に操作面を作っている.今後，

このような操作面を一層精巧化していくことによっ

て，自分の周囲の空間も構造化され，それが体を起

こすことにつながっていくことになると考えられる.
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